
  

 

 

 

 

 

❤「月行事」は、ＨＰで確認できます。随時、最新情報に更新しております 

★お知らせ「夏休みのプール開放」は、熱中症対策等のため、本年度も行われません 

５年生とふるさと会で田植え ～HP校長ブログより～  

田んぼの学校校長 土井利治 様 長い間本当に有難うございました 

 

令和６年６月２７日（木曜）、５年１組楠久信稔学級の子等１７名は、田植えを経験しま

した。昨年同様、雨が降る中での作業になりました。やはり田植えの時期は、雨になるんで

すね。 

この日、２０名程の「北鹿島ふるさと会」の方々に集

まっていただきました（２枚目写真）。中央では、田植

えについての説明をしていただいている宮﨑憲治さん

（北鹿島ふるさと会会長）の姿が見えます。 

「米」という字に「八十八」が隠れているのは、それ

だけ手間がかかるということだと思います。子ども等

は、田植えと収穫だけを行いますが、本当に大変なのは

水の管理なのだそうです。 

苗を植え終わった北鹿島学習田です（右側下写真）。

これからは、北鹿島を支えてきた農業等の歴史につい

て、宮﨑憲治さん等のゲストティーチャーを招いての

学習を計画しています。 

 また、これまで米作りをとおして北鹿島の子ども等

を育て続けていただいた土井利治北鹿島田んぼの学

校校長先生が、昨年度限りで退任されました。これま

で親子二代、長年にわたってお世話になりました。北

鹿島地区民、全員になり代わってお礼を申し上げま

す。本当に有難うございました。 
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命 ひびき合い 北鹿島地区民・学校・保護者 

力を合わせて 子育て中 

昨年度まで稲刈りの仕方を子ども等に教えていただいて

いた土井利治田んぼの学校校長の優しいお姿 
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熱中症対策の取組  日傘やクールネック等の使用 

毎日２年生が虫取り網を片手に、蝉をつかまえている季節になりました。 

日頃から、我が子の体調管理（睡眠不足を防ぐ・疲れたときは消化の良いものを食べさせる等）をしっ

かり各家庭で行っていただいていること、感謝申し上げます。学校では、エアコンを入れたり、暑さ指数

を運動委員会の子等と毎日チェックして危険な暑さの日には外遊びを制限したりしてきました。子ども等

の朝の登校の様子を見ていると「日傘」をさして歩いてきている子がいました。学校に近づくと傘を閉じ

ていることから「日傘をさしてはいけないのでは」と思っているのかもしれないな、と思いました。そこで、

職員全員で相談して下記のような取組を追加することにしました。子ども等の命を守るために、ご理解と

ご協力をお願いいたします。 

記 

【登下校の時】 

日傘、クールネック（他にも氷等の保冷剤）の使用等、暑さを和らげる工夫を各家庭や児童が行う

ことを、学校は推奨します 

 

【学校内での生活】 

エアコンを入れますので、クールネック等は使用しないように指導します 

 

※その他 

  ほとんどの子が水筒を持参していますが、忘れたり、水筒が空になってしまったりした子には、水

道の水を飲むように指導しています。学校内の水道水は「飲用に適している」の判断が出ています

ので、ご安心ください。 

 

「 お土産は ご遠慮ください 」 ～ 学校で行うアレルギー対策 ～  

学校には、食物アレルギーを持って登校している子ども等がおり、その保護者と給食センター、

学校管理職・担当者とで毎年、対策を確認しています。対策の内容は、給食センターが「除去食（じょき

ょしょく）」を準備する場合や、家庭から「代替え食（だいがえしょく）」を持参する場合があります。職員室

の掲示板には、その日その日の対策が見て分かるようにしており、担当者や管理職が毎日チェックしてい

ます。５年生の宿泊訓練学習や６年生の修学旅行では、宿泊施設やホテルに相談し、アレルギー物質を

該当児童が摂取しないように配慮しています。食物アレルギーは、アナフィラキシーショックを起こ

し、命の危険を伴うことがあります。気を抜かずに、慎重に対応しています。ですから、下記のとお

り、保護者の方々もご協力をお願いいたします。 

 

記 

◆【これまで】 

家族でお出かけした際に、学級のみんなにあげるように、お菓子等のお土産を買って学校に持ってき

ていただくことがありました 

 

◆【今後】 

食物アレルギーを持っている子の安全を守るため、お菓子等のお土産を学校に持ってくること

はご遠慮していただくようにお願いします 


